
2025 年 1 月 15 日 
株式会社 JR 東海エージェンシー 

 

モバイルバッテリーのシェアリングサービス 
「ChargeSPOT®（チャージスポット）」の 

デジタルサイネージの放映枠の一部を広告枠として提供開始 
 
株式会社 JR 東海エージェンシー（本社：東京都港区、代表取締役社長：佐藤 一哉、以下 JR 東海エー

ジェンシー）は、モバイルバッテリーのシェアリングサービス「ChargeSPOT®（チャージスポット）」
を運営する株式会社 INFORICH（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：秋山 広宣、以下 INFORICH）
より、「ChargeSPOT」に搭載されたデジタルサイネージの放映枠の一部を広告枠として提供頂き、販売
を開始いたします。対象となるのは、JR 東海が管轄する新幹線の駅構内に設置された ChargeSPOT デジ
タルサイネージで、2025 年 2 月 1 日放映分からの販売となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 広告枠提供の背景 
 INFORICH は 2024 年 9 月に SSP（※1）の開発を完了し、今後順次 DSP（※2）との連携を進めながら
「ChargeSPOT」のデジタルサイネージ広告の拡大を行っていく予定です。また、JR 東海エージェンシ
ーは、東海道新幹線ユーザーを始めとする、運行エリア居住者へアプローチできる多様な交通メディア
を取り扱っており、ユーザー情報に即した広告展開のノウハウを蓄積しています。 
 2021 年 10 月から JR 東海新幹線駅構内に「ChargeSPOT」の設置を開始しており、この度 JR 東海エー
ジェンシーへの広告枠から販売することで、新幹線駅の利用者に対してより有用な情報提供の機会を得
られると見込んでいます。 
 
※1 SSP（Supply Side Platform）：オンラインの広告枠を管理し、広告主に自動で販売するためのプラットフォーム。 
※2 DSP（Demand Side Platform）：広告主がオンライン広告の購入を効率的に管理するためのプラットフォーム。 

 
■ 広告枠提供の詳細 
以下の内容にて「ChargeSPOT」搭載のデジタルサイネージ広告枠の販売を開始いたします。 
 
【「ChargeSPOT」設置駅 】 
東京駅、品川駅、新横浜駅、小田原駅、熱海駅、三島駅、新富士駅、静岡駅、 
掛川駅、浜松駅、三河安城駅、名古屋駅、岐阜羽島駅、米原駅、京都駅、新大阪駅（全 16 駅） 
 
【設置バッテリースタンド】 
20 スロットタイプ／各駅 
 
※ChargeSPOT®は、株式会社 INFORICH の商標または登録商標です。 
 
■お問い合わせ先 
株式会社 JR 東海エージェンシー 交通広告部（東京）深山、會澤、磯村 
TEL:03-6688-5007［受付時間］10:00～12:00、13:00～17:00（土・日・祝日・年末年始を除く） 
お問い合わせフォーム：https://www.jrta.co.jp/contact/service/ 


